
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
展
示
案
内

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
「
揖
斐
川
と
鮎
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

展
示
期
間
は
六
月
二
十
四
日
（
土
）
か
ら
七
月
三
十
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

主
な
展
示
作
品

「
ア
ー
ト
２
０
０
６
い
び
が
わ
」

文
芸
作
品
募
集

今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
「
ア
ー
ト

２
０
０
６
い
び
が
わ
」
で
は
、
次
の
と
お
り

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

種
目

題

応
募
点
数

短
歌

雑
詠

二
首
以
内

俳
句

当
季
雑
詠

二
句
以
内

川
柳

緑
・
揃
う

一
題
一
句

狂
俳

紅
葉
・
愛
ら
し
い
・

鳥
居
・
残
月
・
厳
し

い
・
す
ら
す
ら
・
入

学
・
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ

ン
・
大
雪
・
貫
徹

六
句
以
内

※
連
歌
・
連
句
は
募
集
し
ま
せ
ん
。

★
応
募
要
項

○
投
稿
用
紙
に
作
品
を
記
入
し
て
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

作
品
は
、
自
作
・
未
発
表
に
限
り
ま
す
。

○
応
募
期
限

八
月
二
十
五
日
（
金
）

期
限
厳
守

○
送
り
先

〒
５
０
１
‐
０
６
０
３

揖
斐
川
町
上
南
方
９
０
１
‐
５

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
内

教
育
委
員
会
文
化
課

郵
送
も
し
く
は
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

投
稿
用
紙
は
各
振
興
事
務
所
、
揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
に

あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

（
℡
２
２
‐
５
３
７
３
）
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

★
入
選
発
表

９
月
下
旬

小小
中中
学学
生生
のの
皆皆
ささ
んん
もも
参参
加加

しし
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
？？

○
は
が
き
大
の
用
紙
（
学
校
で
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
）
に
、
短
歌
一
首
ま
た
は
俳
句
一

句
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

短
歌
と
俳
句
は
別
々
の
用
紙
に
書
い
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
短
歌
・
俳
句
と
も
一
人
一
首
、

一
人
一
句
と
し
ま
す
。

応
募
方
法
は
各
学
校
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

応
募
期
限
は
九
月
五
日
（
火
）
で
す
。

古
文
書
解
読
講
座
の
ご
案
内

■
日
時

七
月
一
日
（
土
）

午
後
二
時
〜
四
時

■
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
研
修
室

「鮎」 福田翠光 画

「夕暁落鮎の頃」 内田正爾 画

「かがり火」 野原桜州 画

「運上簗図」 浅野春嶂 画

「揖斐川に生息する魚類剥製」
魚類剥製美術家 所 良保
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